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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光硬化性樹脂１００重量部及び該光硬化性樹脂の硬化物の屈折率との屈折率の差が０．
１以上となる屈折率を有し、該光硬化性樹脂に対して非相溶性で分散性を有する化合物粒
子０．１～５０重量部を含む光硬化性樹脂組成物であって、該化合物粒子の粒子径が０．
１～１００μｍであり、光硬化性樹脂組成物が下記の測定法により求めた５４４μｍ以上
の深部硬化性を有し、光硬化性樹脂組成物の硬化物が、０．５μｍの膜厚において、１％
以下の３００～８００ｎｍにおける光透過率を有する光硬化性樹脂組成物：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記
　上部以外を密閉した容器（大きさ；内径＝６mm深さ＝１５mm）に光硬化性樹脂組成物を
充填し、上部から６０００mJ/cm2の紫外線を照射した後、硬化した樹脂の厚みをマイクロ
メーターにより測定し、この厚みをもって深部硬化性とする。
【請求項２】
　屈折率の差が０．１５以上である、請求項１記載の光硬化性樹脂組成物。
【請求項３】
　光硬化性樹脂がアクリル変性樹脂又はエポキシ樹脂である、請求項１又は２記載の光硬
化性樹脂組成物。
【請求項４】
　さらに、光重合開始剤を含む、請求項１～３のいずれか１項記載の光硬化性樹脂組成物
。



(2) JP 5222425 B2 2013.6.26

10

20

30

40

50

【請求項５】
　請求項１～４のいずれか１項記載の光重合性樹脂組成物の硬化物。
【請求項６】
　請求項５記載の硬化物を含む光学機器部材。
【請求項７】
　請求項６記載の光学機器部材を含む光学機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、遮光性を有する光硬化性樹脂組成物、より詳しくは、光硬化性樹脂及び該光
硬化性樹脂の硬化物の屈折率との屈折率の差が一定以上の大きさの屈折率を有し、該光硬
化性樹脂に対して非相溶性で分散性を有する化合物を含む光硬化性樹脂組成物に関する。
本発明の樹脂組成物は、隠ぺい力、遮光性、硬化性、接着性に優れ、光学機器、特にＣＣ
Ｄカメラや光ピックなどの光学材料部品の固定や、パッケージ等の成形用樹脂として好適
に用いられる。
【背景技術】
【０００２】
　近年、種々のディスプレイや光学レンズ、光ピック、センサーなどの電子光学機器の高
性能化に伴い、高感度を実現・維持するために、部材や固定樹脂層からの透過光や隙間か
らの漏光による損失を低下させることが必要不可欠となっている（図１参照）。特に、固
定部などのように強度・耐久性・耐湿性など種々の特性を求められる部分では、同一の樹
脂でこれらの特性と光損失の低下防止を両立することが必要である。
【０００３】
　上記課題に対して、熱可塑性樹脂や熱硬化性樹脂にカーボンブラック又はチタンブラッ
クといった無機顔料や種々の有機顔料（染料）のどちらか一方もしくは両方を添加し、こ
れら添加物による透過光の表面反射や吸収を高めるといった方法が提案され、その高い効
果から、光学機器の部材ではこの方法が一般的に利用されている。
【０００４】
　一方、近年、生産性の向上と操作の簡便さから固定用接着剤や封止用樹脂として光硬化
性樹脂が一般的に使用されるようになり、光硬化性樹脂にも、強度・耐久性・耐湿性など
種々の特性に加えて、遮光性が求められている。
【０００５】
　この要求に伴い、無機又は有機顔料を用いる上記の従来法をそのまま光硬化性に応用し
た報告もいくつかあり、一応の遮光性を得ている（特許文献１及び２）。しかしながら、
従来法を光硬化性樹脂に応用した場合には、顔料を完全遮光に近い添加量で使用すると、
硬化に必要な光も遮光してしまうため硬化不良になりやすく、樹脂厚さを厚くすることが
できず、厚さの範囲が限られてしまうといった問題点がある。また、光損失を低下させる
ためには、樹脂に対して顔料を多量に添加する必要があるため、ベース樹脂の特性を著し
く変化させてしまうという問題点とともに顔料の分散が困難であるという問題点を抱えて
いる。このため、現在では、遮光と固定の際の強度・耐久性・耐湿性など種々の特性とを
両立するための手段として、固定用樹脂で部材を固定した後、遮光樹脂で固定用樹脂の外
装を被覆するか（図２参照）、あるいは、遮光用樹脂から遮光スペーサを作製し、これを
固定用樹脂とセンサー等の間に設置することで樹脂部からの光損失を低下させて高感度を
実現・維持している（特許文献３；図３参照）。しかし、この方法では、生産性が低下す
るなどの問題が発生している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００４－３６１７３６号公報
【特許文献２】特開２００５－１２８４８３号公報
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【特許文献３】特開平６－２２２３６９号公報
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明者らは、上記の課題を解決するために鋭意検討した結果、ベース樹脂の光硬化性
樹脂の硬化物とそれに添加する化合物との間の屈折率差を利用することにより、光によっ
て効果的に硬化し、そのため厚い膜厚の樹脂でも硬化が可能で、得られる硬化樹脂の光透
過率が低い、光硬化性樹脂組成物を提供できることを見出し、本発明を完成した。
【０００８】
　すなわち、本発明は、
（１）光硬化性樹脂及び該光硬化性樹脂の硬化物の屈折率との屈折率の差が０．０１以上
となる屈折率を有し、該光硬化性樹脂に対して非相溶性で分散性を有する化合物を含む光
硬化性樹脂組成物；
（２）屈折率の差が０．１以上である、上記（１）記載の光硬化性樹脂組成物；
（３）光硬化性樹脂がアクリル変性樹脂又はエポキシ樹脂である、上記（１）又は（２）
記載の光硬化性樹脂組成物；
（４）さらに、光重合開始剤を含む、上記（１）～（３）のいずれか１項記載の光硬化性
樹脂組成物；
（５）上記（１）～（４）のいずれか１項記載の光重合性樹脂組成物の硬化物；
（６）上記（５）記載の硬化物を含む光学機器部材；
（７）上記（６）記載の光学機器部材を含む光学機器
である。
【０００９】
　本発明の光学機器部材の概念を図４に示す。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明の光硬化性樹脂組成物は、光で効率よく硬化するので厚膜硬化が可能であり、得
られる硬化物は、内外からの光透過性が低く、かつ、強度・耐久性・耐湿性など種々の特
性に優れている。また、固定（封止）用樹脂と遮光用樹脂を同一の樹脂で行うことができ
るので生産性を大きく向上できる。
【００１１】
　これらのため、本発明の光硬化性樹脂組成物は、種々の光学機器部材や成形樹脂等の製
造用樹脂として適している。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】従来のセンサー部材（遮光層なし）を示す図である。
【図２】従来のセンサー部材（被覆遮光層）を示す図である。
【図３】従来のセンサー部材（遮光スペーサ）を示す図である。
【図４】本発明のセンサー部材を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　本発明は、ベース樹脂である光硬化性樹脂及び該光硬化性樹脂の硬化物の屈折率との屈
折率の差が０．０１以上となる屈折率を有し、該光硬化性樹脂に対して非相溶性で分散性
を有する化合物を含む光硬化性樹脂組成物である。
【００１４】
　本発明におけるベース樹脂とは、本発明の光硬化性樹脂組成物の連続相を形成する樹脂
を意味し、したがって、光硬化性樹脂組成物を硬化した硬化物においても連続相を形成し
得る。
【００１５】
　本発明における光硬化性樹脂は、可視光、紫外線等の光によって硬化する樹脂であれば
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特に限定されず、例えば、（メタ）アクリル樹脂、ウレタンアクリレート樹脂、ポリエス
テルアクリレート樹脂、エポキシ樹脂、オキセタン樹脂が挙げられる。光硬化性樹脂とし
ては、好ましくは、アクリル変性樹脂及びエポキシ樹脂が挙げられる。
【００１６】
　アクリル変性樹脂は、アクリロイル基もしくはメタクリロイル基を有する単官能性およ
び多官能性の（メタ）アクリレート化合物と定義され、例えば、メチルアクリレート、エ
チルアクリレート、ｎ－プロピルアクリレート、ｎ－ブチルアクリレート、ｔ－ブチルア
クリレート、イソブチルアクリレート、エチルヘキシルアクリレート、イソデシルアクリ
レート、ｎ－ヘキシルアクリレート、ステアリルアクリレート、ラウリルアクリレート、
トリデシルアクリレート、エトキシエチルアクリレート、メトキシエチルアクリレート、
グリシジルアクリレート、ブトキシエチルアクリレート、２－ヒドロキシエチルアクリレ
ート、２－ヒドロキシプロピルアクリレート、２－メトキシエチルアクリレート、２－エ
トキシエトキシエチルアクリレート、メトキシジエチレングリコールアクリレート、エト
キシジエチレングリコールアクリレート、メトキシジプロピレングリコールアクリレート
、オクタフルオロペンチルアクリレート、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチルアクリレート、
Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノエチルアクリレート、アリルアクリレート、１，３－ブタンジオ
ールアクリレート、１，４－ブタンジオールアクリレート、アクリロイルモルフォリン、
１，６－ヘキサンジオールアクリレート、ポリエチレングリコールジアクリレート、ジエ
チレングリコールジアクリレート、ネオペンチルグリコールジアクリレート、トリエチレ
ングリコールジアクリレート、トリプロピレングリコールジアクリレート、ヒドロキシピ
バリン酸エステル、ネオペンチルグリコールジアクリレート、トリメチロールプロパンジ
アクリレート、１，３－ビス（ヒドロキシエチル）－５、５－ジメチルヒダントイン、３
－メチルペンタンジオールアクリレート、α，ω－ジアクリルビスジエチレングリコール
フタレート、トリメチロールプロパントリアクリレート、ペンタエリトリットアクリレー
ト、ペンタエリトリットヘキサアクリレート、ジペンタエリトリットモノヒドロキシペン
タアクリレート、ペンタエリスリトールトリアクリレート、ペンタエリスリトールテトラ
アクリレート、トリヒドロキシエチルイソシアヌレートのトリ（メタ）アクリレート、ジ
ペンタエリスリトールヘキサアクリレート、及びこれらのＥＯ及び／又はＰＯ付加物、α
，ω－テトラアリルビストリメチロールプロパンテトラヒドロフタレート、２－ヒドロキ
シエチルアクリロイルフォスフェート、トリメチロールプロパントリメタクリレート、エ
チレングリコールジ（メタ）アクリレート、テトラエチレングリコールジ（メタ）アクリ
レート、ポリエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、１，４－ブタンジオールジ（
メタ）アクリレート、１，６－ヘキサンジオールジ（メタ）アクリレート、ネオペンチル
グリコールジメタクリレート、ジアクリロキシエチルフォスフェート、Ｎ－ビニルピロリ
ドン及びこれらの光反応性官能基を有するオリゴマーが例示できる。
【００１７】
　エポキシ樹脂は、エポキシ基を１個以上有する分子構造を有する化合物と定義され、例
えば、ビフェノール、ビスフェノールＡ、水添ビスフェノールＡ、ビスフェノールＦ、ビ
スフェノールＡＤ、ビスフェノールＳ、テトラメチルビスフェノールＡ、テトラメチルビ
スフェノールＦ、テトラクロロビスフェノールＡ、テトラブロモビスフェノールＡ等のビ
スフェノール類のジグリシジルエーテル類、フェノールノボラック、クレゾールノボラッ
ク、ブロム化フェノールノボラック、オルトクレゾールノボラック等のノボラック樹脂の
ポリグリシジルエーテル類、エチレングリコール、ポリエチレングリコール、ポリプロピ
レングリコール、ブタンジオール、１，６－ヘキサンジオール、ネオペンチルグリコール
、トリメチロールプロパン、１，４－シクロヘキサンジメタノール、ビスフェノールＡの
エチレンオサイド付加物、ビスフェノールＡのプロピレンオキサイド付加物等のアルキレ
ングリコール類のジグリシジルエーテル類、ヘキサヒドロフタル酸のグリシジルエステル
やダイマー酸のジグリシジルエステル等のグリシジルエステル類、３，４－エポキシシク
ロヘキシルメチル－３’，４’－エポキシシクロヘキサンカルボキシレート、３，４－エ
ポキシシクロヘキシルエチル－３’，４’－エポキシシクロヘキサンカルボキシレート、
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３，４－エポキシ－６－メチルシクロヘキシル－３’，４’－エポキシ－６’－メチルシ
クロヘキサンカルボキシレート、ビニルシクロヘキセンジオキサイド、３，４－エポキシ
－４－メチルシクロヘキシル－２－プロピレンオキサイド、２－（３，４－エポキシシク
ロヘキシル－５，５－スピロ－３，４－エポキシ）シクロヘキサン－ｍ－ジオキサン、ビ
ス（３，４－エポキシシクロヘキシル）アジペート、ビス（３，４－エポキシシクロヘキ
シルメチル）アジペート、ラクトン変性３，４－エポキシシクロヘキシルメチル－３’，
４’－エポキシシクロヘキサンカルボキシレート、メチレンビス（３，４－エポキシシク
ロヘキサン）、エチレンビス（３，４－エポキシシクロヘキサンカルボキシレート）、ジ
シクロペンタジエンジエポキシド、ビス（３，４－エポキシシクロヘキシル）エーテル、
ビス（３，４－エポキシシクロヘキシルメチル）エーテル、テトラ（３，４－エポキシシ
クロヘキシルメチル）ブタンテトラカルボキシレート、ビス（３，４－エポキシシクロヘ
キシルメチル）－４，５－エポキシテトラヒドロフタレート、ビス（３，４－エポキシシ
クロヘキシル）ジエチルシロキサン等の脂環式エポキシ化合物及びこれらの光反応性官能
基を有するオリゴマーが例示できる。
【００１８】
　本発明における光硬化性樹脂は、硬化後の屈折率により特に限定されるものではなく、
任意の屈折率を有する硬化物を与える光硬化性樹脂が使用可能である。
【００１９】
　光硬化性樹脂の硬化物の屈折率は、アッベ屈折計（アタゴ株式会社製）を使用しＤ線に
より測定する。
【００２０】
　本発明において、光硬化性樹脂は、上記の樹脂から、使用する部位において求められる
性能を考慮して１種又は２種以上の混合物として選択される。
【００２１】
　本発明における、光硬化性樹脂の硬化物の屈折率との屈折率の差が０．０１以上となる
屈折率を有し、該光硬化性樹脂に対して非相溶性で分散性を有する化合物は、該光硬化性
樹脂の硬化物の屈折率、及び該光硬化性樹脂に対する非相溶性、分散性によって選択され
、光硬化性樹脂の硬化物の屈折率よりも０．０１以上大きい屈折率を有する化合物（高屈
折率化合物）及び光硬化性樹脂の硬化物の屈折率よりも０．０１以上小さい屈折率を有す
る化合物（低屈折率化合物）に大別される。屈折率が異なる化合物は、有機化合物又は無
機化合物である。
【００２２】
　光硬化性樹脂に対して「非相溶性」であるとは、光硬化性樹脂と均一に混和しないこと
を意味し、光硬化性樹脂に対して「分散性」であるとは、撹拌直後に二層に分離しないこ
と意味する。
【００２３】
　本発明で使用できるベース樹脂と屈折率が０．０１以上異なる無機化合物には、例えば
ＺｎＯ、ＴｉＯ2、ＣｅＯ2、Ｓｂ2 Ｏ5、ＳｎＯ2 、ＩＴＯ、Ｙ2 Ｏ3、Ｌａ2 Ｏ3、Ｚｒ
Ｏ2、Ａｌ2 Ｏ3、シリカ、オパール、ガラス、ホワイトカーボンが包含され、好ましくは
、屈折率が１．６０以上のアルミナ、チタン化合物、ジルコニア化合物が挙げられる。無
機化合物は、その表面を種々の無機・有機化合物によって被覆されていてもよい。また、
無機化合物の形状は、球状、針状、板状などの任意の形状であってよく、その粒子径も限
定されないが、粒子径が小さいほうがより好ましい。粒子径は、好ましくは０．１～１０
０μm、より好ましくは０．１～１０μm、特に０．１～１μmである。
【００２４】
　本発明で使用できるベース樹脂と屈折率が０．０１以上異なる有機化合物は、液状又は
固体のモノマー、オリゴマー又はポリマー化合物のいずれであってもよく、また、熱可塑
性樹脂、熱硬化性樹脂、光硬化性樹脂のいずれであっても問題はないが、ベース樹脂であ
る光硬化性樹脂に対して、非相溶性でありかつ分散性が良好なものでなければならない。
例えば、（メタ）アクリル樹脂、ウレタンアクリレート樹脂、ポリエステルアクリレート
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樹脂、エポキシ樹脂、オキセタン樹脂、ポリスチレン等のスチロール系樹脂、ポリエチレ
ンテレフタレート、ポリビニルカルバゾール、ビスフェノールＡのポリカーボネート、ポ
リ塩化ビニル、ポリテトラブロモビスフェノールＡグリシジルエーテル、ポリビスフェノ
ールＳグリシジルエーテル、ポリビニルピリジン、チオウレタン樹脂、チオエポキシ樹脂
、フッ素含有（メタ）アクリレート類、フッ化アルキレンエーテル・オリゴマー類（平均
分子量：４０００以下）の一官能および二官能以上の多官能（メタ）アクリレート類、シ
リコン含有（メタ）アクリレート類、ポリエチレンやポリテトラフルオロエチレンといっ
た結晶性高分子が包含される。また、有機化合物が固形である場合、その形状は、球状、
針状、板状などの任意の形状であってよく、その粒子径も限定されないが、粒子径が小さ
いほうが好ましい。その粒子径は、好ましくは０．１～１００μm、より好ましくは０．
１～１０μm、特に０．１～１μmである。有機化合物が液状である場合、該化合物は、光
硬化性樹脂に分散させる。分散粒子の粒子径は、好ましくは０．１～１００μm、より好
ましくは０．１～１０μm、特に０．１～１μmである。
【００２５】
　本発明において使用し得る化合物の幾つかについて、その屈折率を以下に例示する。
ＺｎＯ（屈折率１．９０）、ＴｉＯ2 （屈折率２．３～２．７）、ＣｅＯ2 （屈折率１．
９５）、Ｓｂ2 Ｏ5 （屈折率１．７１）、ＳｎＯ2 、ＩＴＯ（屈折率１．９５）、Ｙ2 Ｏ

3 （屈折率１．８７）、Ｌａ2 Ｏ3 （屈折率１．９５）、ＺｒＯ2 （屈折率２．０５）、
Ａｌ2 Ｏ3 （屈折率１．６３）、メラミン樹脂（１．６）、ナイロン（１．５３）、ポリ
スチレン（１．６）、ポリエチレン（１．５３）、ポリテトラフルオロエチレン（１．３
５）、メタクリル酸メチル樹脂（１．４９）、塩化ビニル樹脂（１．５４）、シリコーン
油（１．４）
【００２６】
　本発明の光硬化性樹脂組成物は、有機及び無機の高屈折率化合物並びに有機及び無機の
低屈折率化合物の１つ又はこれらの２以上の組み合わせを含み得る。
【００２７】
　本発明の光硬化性樹脂組成物において、高屈折率化合物及び／又は低屈折率化合物は、
光硬化性樹脂１００重量部に対して、例えば、０．１～５０重量部、好ましくは０．１～
３０重量部、より好ましくは１～２０重量部、特に好ましくは１～１０重量部の量で使用
される。
【００２８】
　本発明において、光硬化性樹脂の硬化物の屈折率との屈折率の差は、好ましくは０．１
以上であり、特に好ましくは０．１５以上である。
【００２９】
　本発明の光硬化性樹脂組成物は、さらに、光重合開始剤を含み得る。光重合開始剤とし
て、一般的に市販されているラジカルもしくはカチオン系開始剤が包含され、例えば、カ
ルボニル基系：ベンゾフェノン、ジアセチル、ベンジル、ベンゾイン、ω－ブロモアセト
フェノン、クロロアセトン、アセトフェノン、２，２－ジエトキシアセトフェノン、２，
２－ジメトキシ－２－フェニルアセトン、ｐ－ジメチルアミノアセトフェノン、ｐ－ジメ
チルアミノプロピオフェノン、２－クロロベンゾフェノン、ｐ，ｐ’－ビスジエチルアミ
ノベンゾフェノン、ミヒラーケトン、ベンゾインメチルエーテル、ベンゾインイソブチル
エーテル、ベンゾイン－ｎ－ブチルエーテル、ベンジルジメチルケタール、１－ヒドロキ
シシクロヘキシルフェニルケトン、２－ヒドロキシ－２－メチル－１－オン、１－（４－
イソプロピルフェニル）－２－ヒドロキシ－２－メチルプロパン－１－オン、メチルベン
ゾイルホルメート、２，２－ジエトキシアセトフェノン、４－Ｎ，Ｎ’－ジメチルアセト
フェノン類；スルフィド系：ジフェニルジスルフィド、ジベンジルジスルフィド；キノン
系：ベンゾキノン、アントラキノン；アゾ系：アゾビスイソブチロニトリル、２，２’－
アゾビスプロパンを例示できる。光重合開始剤は、一般的に使用される量、例えば、光硬
化性樹脂１００重量部に対して１～１０重量部の量で使用することができる。照射光は可
視光線、紫外線のいずれであってもよい。
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【００３０】
　本発明の光硬化性樹脂組成物は、目的に応じて、さらに、その他の公知の添加剤、例え
ば、酸化防止剤、紫外線吸収剤、光安定剤、シランカップリング剤、熱重合禁止剤、レベ
リング剤、界面活性剤、着色剤、保存安定剤、可塑剤、滑剤、溶媒、フィラー、老化防止
剤、濡れ性改良剤、離型剤等を添加することができる。また、本発明の光硬化性樹脂組成
物は、樹脂の光透過性や反射率を低下させるために、有機・無機着色顔料を、本発明の効
果を損なわない範囲で（光硬化性樹脂１００重量部に対して例えば数重量部以下、特に１
重量％以下）添加することができる。
【００３１】
　本発明の光硬化性樹脂組成物は、前記各成分を常法により混合して製造することができ
る。各成分の添加の順番は特に限定されない。高屈折率又は低屈折率化合物が液状である
場合には、該化合物を光硬化性樹脂に細かい粒径で分散させることが好ましい。
【００３２】
　本発明の光硬化性樹脂組成物は、可視光、紫外線等の光により効果的に硬化することが
でき、広い範囲の膜厚、例えば０．５μm以上の範囲の膜厚において硬化が可能である。
光硬化の条件は、樹脂組成物の組成や膜厚等によって変化し得るが、例えば、ベース樹脂
；ウレタンアクリレート、高屈折率化合物；アルミナ、膜厚；５００μmの場合、紫外線
照射量は１５００～３０００mJ/cm2である。
【００３３】
　本発明は、光硬化性樹脂組成物の硬化物を含む。この硬化物は、強度・耐久性・耐湿性
など種々の特性と遮光性に優れているので、固定（封止）用樹脂と遮光用樹脂の特性を同
時に満足する。本発明の硬化物は、０．５μｍ～３ｍｍの範囲の膜厚において、３００～
８００ｎｍにおける光透過率を１％以下、例えば０．５％以下、好ましくは、０．１％以
下、特に０．０５％以下、さらには０．０１％以下とすることができる。
【００３４】
　本発明は、上記の硬化物を含む光学機器部材も含む。光学機器部材としては、例えばセ
ンサー、光ピック、光学レンズ、ＬＥＤが挙げられる。
【００３５】
　本発明は、さらに、上記の光学機器部材を含む光学機器にも関係する。光学機器として
は、例えば、デジタルカメラ、各種ディスプレイ、各種記録メディアプレイヤーなどが挙
げられる。
【実施例】
【００３６】
　以下に、実施例及び比較例により本発明を詳細に説明するが、本発明はこれら実施例に
限定されるものではない。以下において、「部」は重量基準である。
【００３７】
（実施例１）
　表１に示す割合で、ウレタンアクリレート樹脂（U-４HA、新中村化学社製）と光重合開
始剤（I-184、CIBA CHWMICALS社製）を常法に従って混合しアクリル系ベース樹脂Ａを、
また、エポキシ樹脂（EP-830S、大日本インキ化学社製）と光重合開始剤（SP150、サンア
プロ社製）を常法に従って混合しエポキシ系ベース樹脂Ｂを得た。さらに表２に示す割合
で、作製したベース樹脂と各種材料を常法に従って混合し、光硬化性遮光樹脂組成物を得
た。具体的には、室温のアクリル系ベース樹脂Ａの１００重量部を容器に装入した後、２
０重量部の球状アルミナを添加し５００rpmの撹拌条件下、２３℃で１５分撹拌した。
【００３８】
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【００３９】
　得られた光硬化性樹脂組成物の光硬化性および硬化物の光透過性は、次のような試験で
評価し、それらの結果を表３に示す。
【００４０】
〔深部硬化性〕；上部以外を密閉した容器（大きさ；内径＝６mm深さ＝１５mm）に光硬化
性樹脂組成物を充填し、上部から６０００mJ/cm2の紫外線を照射した後、硬化した樹脂の
厚みをマイクロメーターにより測定し、この厚みをもって深部硬化性の評価とした。
【００４１】
〔硬化物の光透過性〕：ガラス基板上に直径が１cmで厚さが５０μｍ、５００μｍ又は１
ｍｍにそれぞれ成形した光硬化性遮光樹脂組成物を１５００～１２０００mJ/cm2の紫外線
照射によって光硬化させた後、ＵＶ分光器を用いて波長３００～８００ｎｍにおける硬化
物の光透過性を評価した。その結果を表３に示す。
【００４２】
（実施例２～１２）
　表２に示すような割合で、実施例１と同様にして、混合し光硬化性樹脂組成物を得た。
ベース樹脂Ａ及びＢのみからなる光硬化性樹脂組成物を参考例１及び２とした。
【００４３】
　得られた樹脂組成物の光硬化性および硬化物の光透過性は、実施例１と同様な試験で評
価し、それらの結果を表３及び表４に示す。
【００４４】



(9) JP 5222425 B2 2013.6.26

10

20

30

【表２】

【００４５】
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【表３】

【００４６】
【表４】

【００４７】
（比較例１～３）
　高屈折率化合物及び低屈折率化合物の代わりにカーボンブラックを加える以外は、実施
例１と全く同様に操作し、表５に示すような割合で光硬化性樹脂組成物を得た。これらを
実施例１と同様に評価し、その結果を表６に示す。
【００４８】

【表５】

【００４９】
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【表６】

【産業上の利用可能性】
【００５０】
　本発明の光硬化性樹脂組成物は、厚膜硬化が可能であり、光透過性が低く、かつ、強度
・耐久性・耐湿性など種々の特性に優れており、固定（封止）用樹脂と遮光用樹脂を同一
の樹脂で行うことができるので生産性が大きく向上し、遮光性を必要とする種々の光学機
器部材や成形樹脂等の製造用樹脂として適している。
【符号の説明】
【００５１】
Ａ：レンズ、Ｂ：固定（封止）樹脂、Ｃ：センサー、Ｄ：被覆遮光層、
Ｅ：遮光スペーサ、Ｆ：遮光性固定（封止）樹脂
１：入射光、２：外部透過光、３：内部透過光（損失光）

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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